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私どもの論文「陰部むずむず感で発症したパーキンソン病

の 1例」（臨床神経 2015;55:266-268）に関して鈴木圭輔先生
から貴重なご意見を頂き誠にありがとうございます 1）．
ご指摘のように，2014年に Aquinoらも本症例と類似した

restless genital syndrome（RGS）の症例を報告しており 2），RGS

が restless legs syndromeの表現型のひとつではないかと示唆
されます．
本症例やAquinoらの報告例ではドパミンアゴニストの効果

を認めましたが，無効であったとする既報告 3）や，鈴木先生よ
りご指摘頂いた，リスペリドンが奏功した RGSの症例 4）が存在
することなどから，RGSの病態は均一でない可能性があります．
また，restless legs syndromeにつきましても，レボドパ減

量やドパミンアンタゴニストが疼痛の改善に有効であった症
例 5）に加え，レボドパやドパミンアゴニストでの治療中に症
状がむしろ増悪する現象 “augmentation” の存在や，重度の
“augmentation” を呈する症例ではアカシジアとの類似性が指
摘されている 6）など，複数の発症機序が関与している可能性
があります．
私見ですが，RGSの発症機序の解明には，ドパミンアゴニ

ストへの反応性のある群に注目した解析が糸口になるかも知
れません．

RGSの認知度が低いために，本症例は心因反応や身体表現
性疾患と診断されていました．神経内科医をはじめ，精神科
医や産婦人科医にRGSという病態の存在と，ドパミンアゴニ

ストも治療の選択肢となりうることを知って頂き，同様の症
状で苦しんでおられる患者様の治療の一助になればと思い投
稿させて頂きました．

 敬具
※本論文に関連し，開示すべき COI状態にある企業，組織，団体
はいずれも有りません．
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